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は
じ
め
に 

│
│
台
湾
に
お
い
て
国
際
結
婚
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　
台
湾
で
は
一
九
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
台
湾
人
男
性
と
外
国
人
女
性

と
の
国
際
結
婚
が
開
始
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
急
増
し
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
三
年
、
国
際
結
婚
は
新
規
結
婚
件
数
の
約
三
割
を

占
め
る
ま
で
に
成
長
し
、
社
会
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
台
湾
の
国
際
結
婚
は
、
長
年
に
わ
た
り
仲
介
業
者
の
斡
旋
に
よ
る

「
業
者
婚
」（brokered m

arriage

）
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

相
対
的
に
経
済
発
展
が
進
ん
で
い
る
台
湾
の
男
性
と
、
比
較
的
経
済

発
展
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
の
外
国
人
女
性
と
い
う
組
み
合
わ
せ

が
、
国
際
結
婚
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
業
者
婚
は
、
仲
介
業
者
に

よ
る
詐
欺
や
、
女
性
に
対
す
る
結
婚
の
強
要
、
配
偶
者
ビ
ザ
が
下
り

る
ま
で
花
嫁
を
集
団
生
活
さ
せ
る
な
ど
問
題
が
多
く
、「
人
身
取

引
」
で
あ
る
と
し
て
国
内
外
か
ら
批
判
を
浴
び
て
き
た
。

　
仲
介
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
女
性
の
処
遇
は
、
台
湾
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

状
況
に
民
族
・
階
級
の
矛
盾
が
存
在
す
る
こ
と
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
台
湾
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
Ｇ
Ｇ
〉
1
〈
Ｉ
）
は
、
二
〇

一
八
年
ア
ジ
ア
第
一
位
、
世
界
第
三
二
位
と
な
っ
て
い
〉
2
〈

る
。
台
湾
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
指
数
（
Ｇ
Ｉ
〉
3
〈

Ｉ
）
は
、
同
年
ア
ジ
ア
第
一
位
、

世
界
第
九
位
と
な
っ
て
い
〉
4
〈

る
。
指
標
が
示
す
よ
う
に
、
台
湾
の
女
性

は
、
ア
ジ
ア
で
最
も
活
躍
の
機
会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
男
女
共
同
参
画
の
進
展
と
業
者
婚
の
隆
盛
は
、
一
見
全
く

逆
行
し
た
現
象
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
結

家
族
の
行
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婚
、家
族
形
成
と
の
相
関
関
係
は
、
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
三
〇
年
余
り
続
い
て
い
る
台
湾
の
国
際
結
婚
を
総
括

し
、
台
湾
の
家
族
の
行
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
　
台
湾
の
国
際
結
婚 

　
│
│
グ
ロ
ー
バ
ル・ハ
イ
パ
ガ
ミ
ー

　
コ
ン
ス
テ
ー
ブ
ル
は
、
今
日
「
あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
い
場
所
か

ら
、
徐
々
に
発
展
し
て
お
り
あ
ま
り
孤
立
し
て
い
な
い
場
所
へ
、
ま

た
は
貧
し
く
あ
ま
り
発
展
し
て
い
な
い
地
球
の
南
か
ら
、
豊
か
な
北

へ
と
花
嫁
が
移
動
す
る
」
こ
と
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
パ
ガ
ミ
ー
」

（global hypergam
y

）
と
呼
ん
だ
﹇C

onstable 2005: 10

﹈。
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ハ
イ
パ
ガ
ミ
ー
は
、
階
層
や
身
分
の
格
差
で
は
な
く
、
社
会

間
な
い
し
国
家
間
の
経
済
格
差
を
重
要
な
指
標
に
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、女
性
に
と
っ
て
必
ず
し
も
ハ
イ
パ
ガ
ミ
ー
（hypergam

y

、

上
昇
婚
）
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
女
性
が
ハ
イ
パ
ガ
ミ
ー
を
通
じ
て
地
位
・
経
済
状
態

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
世
界
的
に
広
く
見
ら
れ
る
。
女
性
が
よ
り

身
分
の
高
い
男
性
に
嫁
ぐ
ハ
イ
パ
ガ
ミ
ー
は
珍
し
く
な
い
が
、
逆
に

男
性
が
女
性
よ
り
身
分
が
低
い
ハ
イ
パ
ガ
ミ
ー
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

な
い
。
自
分
よ
り
身
分
の
低
い
男
性
に
嫁
ぐ
ハ
イ
ポ
ガ
ミ
ー

（hypogam
y

）
は
、
女
性
自
身
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
名
誉
を
賭
け

た
問
題
と
な
る
﹇
フ
ァ
ン
・
バ
ー
ル 1980: 95

﹈。
翻
っ
て
、男
性
は

自
分
と
同
等
か
よ
り
階
層
の
低
い
女
性
と
結
婚
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
一
八
七
〇
〜
一
九
五
〇
年
代
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ス

キ
ー
ル
（
仮
名
）
で
家
産
の
保
全
と
い
う
利
害
上
の
要
請
の
た
め

人
々
の
結
婚
が
調
整
さ
れ
て
い
る
様
相
を
提
示
し
、
そ
の
行
動
を
戦

略
的
で
あ
る
と
評
し
た
。
レ
ス
キ
ー
ル
で
は
、
長
子
の
結
婚
に
際
し

て
は
、
次
三
男
に
も
分
与
金
を
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
潤
沢
な
持
参
金
を

花
嫁
の
婚
家
か
ら
獲
得
し
、
家
産
の
分
割
を
避
け
よ
う
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
女
性
が
受
け
る
教
育
機
会
の
増
大
と
職
業
選
択
が
多

様
化
し
た
う
え
、
女
性
が
よ
り
都
会
へ
と
移
動
し
た
た
め
、
男
性
た

ち
に
結
婚
難
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
結
果
、
か
つ
て
家
産
の
保
全
を

志
向
し
無
意
識
に
と
ら
れ
て
い
た
戦
略
が
効
果
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。
男
性
た
ち
は
、
よ
り
交
通
の
不
便
な
内
陸
の
村
か
ら
嫁
を
娶
る

よ
う
に
な
っ
た
﹇
ブ
ル
デ
ュ
ー 2007 (2002 )

﹈。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
村
の
み
な
ら
ず
他
地
域
で

も
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
農
村
で
は
一
九
八
〇
年
代
末
、

結
婚
難
に
見
舞
わ
れ
た
男
性
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、
韓
国

か
ら
女
性
を
配
偶
者
と
し
て
迎
え
て
き
た
﹇Piper 1997; Suzuki 

2003; 

邱 2003

﹈。
日
本
や
台
湾
の
事
例
も
、
従
来
の
結
婚
戦
略
が

有
効
に
機
能
し
な
く
な
っ
た
た
め
、
海
外
に
ま
で
結
婚
相
手
を
探
す

必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
構
造
に

対
す
る
個
人
・
家
族
の
戦
略
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
徐
々
に
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
台
湾
社
会
の
結
婚
・
家
族
を
取
り

巻
く
変
化
は
、
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
接
続
し
、
女
性
の
台
湾
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へ
の
移
住
を
促
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
対
面
的
な
関
係
に
な
か
っ
た
個

人
同
士
、
家
族
同
士
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
業
者
婚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
接
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
婚
・
家
族
を
め
ぐ
る
お
の
お
の
の

戦
略
が
連
携
し
、相
互
に
深
く
影
響
し
合
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
で
は
、
共
通
し
て
家
族
中
心
的
な
生
活
を
送
っ
て
き
た

と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
極
端
に
低
い
出
生
率
に
陥
っ
て
い
る

上
に
、
晩
婚
化
、
非
婚
、
高
齢
者
の
孤
立
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
人
々
は
家
族
の
価
値
や
血
縁
関
係
を
依
然
重
視

し
て
い
る
﹇
張 2013: 40

﹈。
張
チ
ャ
ン

慶キ
ョ
ン

夑ス
プ

は
、
低
い
出
生
率
や
晩
婚

化
、
非
婚
な
ど
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
急
激
な
近
代
化
を
経
験
す
る

中
で
、
個
人
が
家
族
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

た
め
の
対
応
で
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
々
は
家

族
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
個
人
は
家
族
に
依
存
し
つ
つ
、
家

族
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
を
避
け
て
い

る
と
い
う
﹇
張 2013

﹈。

　
台
湾
で
も
、
初
婚
年
齢
の
上
昇
や
出
生
率
の
低
下
が
進
行
し
て
い

る
（
図
１
参
照
）。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
張
が
指
摘
す
る
よ
う
に

「
個
人
の
リ
ス
ク
回
避
」
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
家
族
を
形
成

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
は
依
然
強
い
。
特
に
台
湾
の
漢
民
族

の
間
で
は
、「
伝
宗
接
代
」、
つ
ま
り
男
子
を
出
産
し
宗
祧
（
祖
先
祭

祀
）
を
継
承
さ
せ
る
こ
と
が
、
結
婚
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
極
め
て

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
業
者
婚
は
、
国
内
で
脱
家
族
化
を
進
め
る
人

が
い
る
一
方
で
、
海
外
か
ら
配
偶
者
を
確
保
し
家
族
を
形
成
し
よ
う
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図１　初婚年齢および合計特殊出生率の変化

出所：内政部戸政司［2019a］「結婚平均年齢」60‒108年度（1971‒2019年度）の統
計、内政部戸政司［2019b］「育齢婦女一般生育率、年齢別生育率、総生育率、毛
繁殖率及浄繁殖率」36‒108年度（1947‒2019年度）の統計に基づき、筆者作成。
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と
す
る
対
応
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
人
々
が
業
者
婚
と
い
う
対
応
を

取
っ
て
い
る
の
か
、
次
節
で
見
て
い
こ
う
。

二
　
仲
介
業
者
の
斡
旋
に
よ
る
台
湾
の
国
際
結
婚

㈠
　
歴
史
的
経
緯

　
台
湾
に
お
け
る
国
際
的
な
業
者
婚
は
、
外
省
人
退
役
軍
人
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
華
人
寡
婦
と
い
う
組
み
合
わ
せ
か
ら
開
始
し
た
。
一
九
四

九
年
に
国
民
党
に
追
随
し
て
台
湾
に
や
っ
て
き
た
外
省
人
の
下
級
兵

士
ら
は
、
従
軍
中
結
婚
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
彼
ら
は
婚

期
を
逃
し
、
退
役
後
よ
う
や
く
配
偶
者
探
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
か
つ
て
台
湾
に
留
学
経
験
の
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

華
人
に
女
性
斡
旋
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
。
一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西

カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
民
族
紛
争
が
相
次

ぎ
、
難
民
と
な
っ
た
華
人
は
極
め
て
困
窮
し
て
い
た
。
経
済
停
滞
の

状
態
が
続
き
、
寡
婦
あ
る
い
は
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
た
女
性
か
ら
、

台
湾
の
退
役
軍
人
（
外
省
人
）
男
性
と
結
婚
す
る
よ
う
に
な
っ
た

﹇
夏 2002; 

横
田 2016

﹈。

　
国
際
結
婚
の
仲
介
シ
ス
テ
ム
は
洗
練
さ
れ
、
受
け
入
れ
国
側
の
男

性
も
外
省
人
の
退
役
軍
人
に
限
ら
ず
、
広
く
本
省
人
へ
と
拡
大
し
て

い
っ
た
。
一
九
九
三
年
台
湾
政
府
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
女
性
に
対

す
る
配
偶
者
ビ
ザ
の
発
給
を
厳
格
化
す
る
と
、
仲
介
業
者
は
女
性
の

供
給
元
を
ベ
ト
ナ
ム
へ
と
移
行
し
た
﹇
夏 2002: 16

﹈。
以
降
、
台

湾
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
間
で
仲
介
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
ま
で
国

際
結
婚
は
増
加
し
続
け
た
。

㈡
　
仲
介
業
者
の
惹
句
か
ら

　
二
〇
〇
五
年
頃
ま
で
、
台
湾
の
農
村
で
は
国
際
結
婚
仲
介
業
者
の

広
告
が
町
の
電
信
柱
な
ど
に
貼
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
宣
伝
文
句
と

は
、「
処
女
保
証
／
一
八
万
元
ポ
ッ
キ
リ
／
追
加
金
な
し
／
（
花
嫁

が
）
逃
げ
た
ら
も
う
一
人
娶
れ
ま
す
」
な
ど
と
い
う
身
も
蓋
も
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。「
一
八
万
元
ポ
ッ
キ
リ
」
と
い
う
の
は
費
用
で
、

約
五
九
万
円
に
相
当
す
る
。

　
ま
た
、
あ
る
国
際
結
婚
広
告
に
は
、「
ベ
ト
ナ
ム
人
花
嫁
の
長

所
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　
1
．
肌
が
白
く
、
ペ
ー
〉
5
〈族

の
よ
う
。
顔
が
美
し
く
、
体
は
細
く
、

ス
リ
ー
サ
イ
ズ
は
バ
ラ
ン
ス
よ
し
。

　
2
．
上
向
き
の
胸
、
は
っ
き
り
し
た
体
の
曲
線
。
柳
腰
で
歩
く
姿

が
美
し
い
。

　
3
．
眉
は
柳
の
よ
う
に
細
く
、
赤
い
唇
か
ら
こ
ぼ
れ
る
愛
ら
し
い

白
い
歯
は
、
あ
な
た
を
と
り
こ
に
し
ま
す
。

　
4
．
髪
は
長
く
柔
ら
か
く
、
足
は
長
く
、
ス
タ
イ
ル
は
均
整
が
取

れ
て
い
ま
す
。

　
5
．
文
化
は
中
国
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
社
交
や
礼
儀
は
中
国
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と
同
じ
。
民
族
衣
装
は
清
朝
の
旗チ
ー

袍パ
オ

。
〉
6
〈 

　
6
．
宗
教
信
仰
は
同
じ
で
、
祖
先
、
土
地
公
、
関
帝
、
観
音
を
拝

み
、仏
教
、道
教
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
も
同
じ
。

　
7
．
言
語
も
似
て
お
り
、「
謝
謝
」
は
「
感
恩
」
と
言
い
ま
す
。

言
語
は
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
8
．
生
活
習
慣
は
似
て
お
り
、
根
っ
か
ら
勤
勉
で
す
。
東
南
ア
ジ

ア
の
中
で
最
も
賢
く
、
優
秀
な
民
族
で
す
。

　
9
．
教
育
程
度
が
高
く
、
ほ
と
ん
ど
が
中
高
卒
以
上
。

　
10
．
ベ
ト
ナ
ム
の
環
境
は
優
れ
て
お
り
、
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し

て
い
ま
す
。

　
11
．
ベ
ト
ナ
ム
の
男
女
比
は
一
対
四
な
の
で
、
選
択
の
機
会
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
12
．
良
妻
を
抱
き
、
長
年
の
悲
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
ょ
う
。

早
く
子
供
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
選
ぶ
の
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
良
い
で
す
。
機
会
を
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
宣
伝
に
は
、
⑴
欲
望
に
訴
え
か
け
る
容
貌
、
⑵
文
化
的
類
似
性
と

教
育
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
⑶
女
性
が
多
く
、
男
性
が
相
手
を
見
つ
け
ら

れ
る
機
会
が
多
い
こ
と
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
⑴
容
貌
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
な
る
解
説
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
⑵
に
つ
い
て
は
、
結
婚

後
、
移
住
女
性
の
生
活
環
境
へ
の
適
応
や
子
供
に
対
す
る
教
育
能
力

の
可
否
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑶
に
関
連
し

て
、
一
一
点
目
で
不
正
確
な
男
女
比
を
あ
げ
つ
つ
男
性
を
安
心
さ
せ

国
際
結
婚
へ
と
勧
誘
し
て
い
る
。
一
二
点
目
の
「
長
年
の
苦
し
み
」

と
い
う
言
葉
は
、
男
性
た
ち
に
と
っ
て
結
婚
難
が
深
刻
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。

㈢
　
恋
愛
結
婚
は
難
し
い

　
台
湾
で
は
、
両
親
が
結
婚
を
決
め
、
専
門
的
仲
人
が
仲
介
す
る
こ

と
を
、「
父
母
之
命
、
媒
酌
之
言
」
と
ま
と
め
て
表
現
す
る
。
あ
る

年
代
ま
で
、
結
婚
は
両
親
や
親
族
、
専
門
的
仲
人
の
介
入
・
取
り
も

ち
の
上
で
成
立
し
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
初
頭
生
ま
れ
の
女
性
で

は
、
ほ
ぼ
全
員
が
両
親
の
意
の
ま
ま
に
結
婚
し
て
い
た
。
し
か
し
、

一
九
六
〇
年
代
初
頭
生
ま
れ
の
女
性
で
は
、
両
親
が
結
婚
相
手
を
決

め
た
割
合
は
十
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
﹇T

hornton, C
hang and 

Lin 1994: 153

﹈。
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
台
湾
は
工
業
化
、

都
市
化
を
果
た
し
た
。
教
育
機
会
の
増
加
が
、
初
婚
年
齢
の
遅
れ
や

結
婚
率
の
低
下
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
女
性
の
教
育

レ
ベ
ル
の
向
上
に
よ
り
、
結
婚
前
に
農
業
以
外
に
就
業
し
た
経
験
、

都
市
に
居
住
し
た
経
験
と
相
ま
っ
て
、
結
婚
や
育
児
の
タ
イ
ミ
ン

グ
、
指
向
性
に
影
響
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇T

hornton and 
Lin 1994

﹈。

　
一
九
三
〇
年
代
初
頭
生
ま
れ
の
女
性
は
、
三
分
の
一
が
親
や
親
族

に
相
手
を
紹
介
さ
れ
、
四
分
の
一
が
専
門
的
仲
人
の
紹
介
を
受
け
て

い
た
。
し
か
し
一
九
八
六
年
の
調
査
で
は
、
専
門
的
仲
人
に
紹
介
さ

れ
た
人
は
、
最
も
若
い
世
代
で
四
％
に
減
少
し
た
。
親
に
よ
る
紹
介

も
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
で
減
少
し
て
い
る
。
親
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や
仲
人
に
代
わ
っ
て
、
一
九
八
六
年
当
時
友
人
に
よ
る
紹
介
が
三
割

に
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
﹇ibid. 154

﹈。
一
九
八
〇
年
代
に
な
る

と
、
結
婚
相
手
探
し
に
は
、
職
場
や
友
人
が
親
や
親
族
、
仲
人
よ
り

も
重
要
な
要
因
に
な
っ
た
﹇ibid. 155

﹈。

　
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
学
校
は
結
婚
相
手
を
見
つ
け
る
場
所
と
し

て
、
そ
れ
ほ
ど
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
当
時
中
学
・

高
校
は
男
女
共
学
で
は
な
く
、
大
学
進
学
率
も
低
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、結
婚
前
に
賃
金
労
働
に
従
事
す
る
女
性
が
増
え
、

職
場
こ
そ
が
結
婚
に
お
い
て
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
﹇ibid. 155

﹈。

　
こ
の
よ
う
に
結
婚
相
手
探
し
に
お
い
て
、
親
や
親
族
、
専
門
的
仲

人
が
介
入
し
な
く
な
り
、
本
人
の
友
人
・
職
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

重
要
に
な
り
、
若
年
女
性
が
農
村
に
と
ど
ま
ら
な
く
な
っ
た
時
、
農

村
男
性
は
相
手
探
し
が
難
し
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
筆
者
は
台
中
市
で
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
七
年
に
調

査
し
た
際
に
、
四
〇
代
を
目
前
に
し
て
親
か
ら
業
者
婚
を
す
る
よ
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
た
男
性
か
ら
話
を
聞
い
た
。
農
村
で
檳

榔
販
売
店
を
経
営
し
て
い
る
彼
は
、
日
中
若
い
女
性
に
会
う
こ
と
は

な
い
。
商
品
の
檳
榔
は
、
肉
体
労
働
を
す
る
男
性
が
好
む
嗜
好
品
で

あ
り
、
当
然
顧
客
は
男
性
ば
か
り
で
あ
る
。
農
村
に
住
む
若
年
の
女

性
は
、
農
業
以
外
の
仕
事
に
就
き
、
都
市
部
ま
で
通
勤
し
て
い
る
。

彼
は
勤
勉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
女
性
と
交
際
す
る
機
会
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
た
。
業
者
婚
に
対
す
る
社
会
の
批
判
を
彼
は
熟
知
し
て
お

り
、
ま
た
生
育
背
景
が
知
れ
な
い
外
国
人
女
性
と
の
結
婚
は
気
が
進

ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
親
の
再
三
の
命
令
に
根
負
け
し
て
、
二
〇
〇

五
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
の
女
性
と
結
婚
を
し
た
。

三
　
再
生
産
労
働
が
海
外
発
注
さ
れ
た
家
族

㈠
　
業
者
婚
の
実
態

　
台
湾
政
府
は
、
二
〇
〇
三
年
国
際
結
婚
カ
ッ
プ
ル
を
対
象
に
大
規

模
な
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
二
〇
〇
四
年
に
「
外
国
籍

及
び
中
国
籍
配
偶
者
の
生
活
状
況
調
査
報
告
」（
原
題
「
外
籍
及
大

陸
配
偶
生
活
状
況
調
査
報
告
」、
対
象
者
一
七
万
五
九
〇
九
人
）
と

し
て
発
表
さ
れ
〉
7
〈

た
。
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
国
際
結
婚
を
し

た
台
湾
人
配
偶
者
の
属
性
を
紹
介
す
る
。

　
調
査
に
応
じ
た
国
際
結
婚
夫
婦
の
年
齢
層
を
見
る
と
、
台
湾
人
配

偶
者
三
五
〜
四
四
歳
―
外
国
籍
配
偶
者
二
五
〜
三
四
歳
と
い
う
組
み

合
わ
せ
が
全
体
の
二
五
・
六
％
を
、
台
湾
人
三
五
〜
四
四
歳
―
外
国

籍
配
偶
者
一
五
〜
二
四
歳
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
一
三
・
一
％
を
し

め
、
台
湾
人
六
五
歳
以
上
で
は
外
国
籍
配
偶
者
四
五
〜
五
四
歳
と
の

組
み
合
わ
せ
が
最
も
多
か
っ
た
﹇
内
政
部
編 2004: 35

﹈。
こ
れ
は

男
女
を
総
合
し
た
傾
向
で
あ
る
が
、
台
湾
人
夫
―
外
国
人
妻
の
組
み

合
わ
せ
自
体
が
調
査
全
体
の
九
五
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

う
し
た
組
み
合
わ
せ
の
特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
台
湾
人
夫
（
妻
―
外
国
人
）
の
学
歴
に
つ
い
て
は
、
高
校
・
高
専
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卒
が
三
六
・
一
％
で
最
も
多
く
、
中
学
卒
三
五
・
三
％
、
小
卒
・
独
学

一
四
・八
％
、大
学
・
専
門
学
校
卒
一
二
・五
％
、
非
識
字
者
一
・四
％

が
続
い
〉
8
〈

た
。
他
方
、
外
国
人
配
偶
者
の
学
歴
は
、
中
学
卒
三
七
・

八
％
、
小
卒
・
独
学
二
五
・
〇
％
、
高
校
・
高
専
卒
二
四
・
八
％
、
大

学
・
専
門
学
校
卒
一
〇
・一
％
、非
識
字
者
二
・六
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
情
報
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
当
時
、
国
際
結
婚
カ
ッ
プ
ル
の

組
み
合
わ
せ
は
、
台
湾
人
配
偶
者
三
五
〜
四
四
歳
―
外
国
籍
配
偶
者

二
五
〜
三
四
歳
で
、
台
湾
人
夫
は
高
校
・
高
専
卒
あ
る
い
は
中
卒
の

学
歴
を
持
つ
人
が
多
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
当
時
の
年
齢
か
ら
計
算

す
る
と
、
最
も
多
か
っ
た
組
み
合
わ
せ
の
台
湾
人
夫
は
、
一
九
五
九

〜
一
九
六
八
年
に
誕
生
し
た
世
代
に
あ
た
る
。 

　
時
期
が
少
し
後
に
な
る
が
、
二
〇
〇
八
年
末
の
人
口
統
計
に
基
づ

く
研
究
で
は
、
高
学
歴
の
三
五
歳
以
上
の
男
女
で
は
、
男
性
は
既
婚

率
が
高
い
も
の
の
、
女
性
の
既
婚
率
は
低
い
。
一
方
、
中
卒
の
三
〇

歳
以
上
男
女
で
は
、
女
性
の
五
分
の
四
が
既
婚
で
あ
る
一
方
、
既
婚

男
性
は
半
数
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て
小
卒
の
男
性
は
最
も
結
婚
相

手
を
見
つ
け
に
く
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
﹇
陳
・
陳 2012: 

234

﹈。

　
先
の
「
外
国
籍
及
び
中
国
籍
配
偶
者
の
生
活
状
況
調
査
報
告
」
で

は
、
調
査
対
象
の
台
湾
人
配
偶
者
の
五
割
が
中
卒
・
小
卒
者
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
よ
り
、
比
較
的
結
婚
が
難
し
い
層
が
国
際
結
婚
を
選

択
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

㈡
　
国
際
結
婚
を
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　
二
〇
〇
四
年
の
「
外
国
籍
及
び
中
国
籍
配
偶
者
の
生
活
状
況
調
査

報
告
」
で
は
台
湾
人
配
偶
者
の
中
に
、「
社
会
的
弱
者
」
に
数
え
ら

れ
る
人
が
約
二
割
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
内
訳
は
、
退
役
軍
人
が

九
・
六
％
（
一
万
六
八
四
六
人
）、
知
的
・
身
体
障
が
い
者
九
・
〇
％

（
一
万
五
九
〇
五
人
）、
低
所
得
者
が
二
・
六
％
（
四
五
四
三
人
）、

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
系
先
住
民
族
が
〇
・
九
％
（
一
六
四
七

人
）
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
属
性
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
々

は
、
八
〇
・
三
％
（
一
四
万
一
三
二
六
人
）
に
上
っ
〉
9
〈
た
。
な
お
こ
の

数
値
は
、
複
数
回
答
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
退
役
軍
人
と
は
、
一
九
四
九
年
国
民
党
軍
の
台
湾
へ
の
撤
退
に
追

随
し
た
外
省
人
男
性
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
国
際
結
婚
の
先
鞭
を

つ
け
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
か
つ
て
従
軍
中
は
結
婚
が
禁
止
さ
れ
て

い
た
た
め
、
彼
ら
は
退
役
後
の
一
九
八
〇
年
代
に
よ
う
や
く
結
婚
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
同
年
代
の
女
性
は
、
と
っ
く
に
結
婚

し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
東
南
ア
ジ
ア
の
女
性
と
業
者
婚
を
し

た
り
、
先
住
民
族
の
女
性
と
結
婚
し
た
り
し
た
﹇cf.

瑪
達
拉
・
達

努
巴
克2015

﹈。
一
九
八
七
年
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
、
中
国
大
陸
に

旅
行
が
可
能
に
な
る
と
、
彼
ら
は
里
帰
り
し
て
同
郷
の
女
性
と
結
婚

し
た
。

　
次
に
先
住
民
族
に
注
目
し
て
み
る
。
先
住
民
族
の
初
婚
年
齢
を
見

る
と
、
男
女
別
に
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
先
住
民
族
女
性
は
他
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の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
る
と
、
出
生
年
代
に
限
ら
ず
比

較
的
早
婚
で
あ
る
。
一
方
、
先
住
民
族
男
性
は
、
一
九
六
〇
年
以
前

に
生
ま
れ
た
世
代
は
他
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
て
も
早

婚
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
で
は
、
諸
エ

ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
中
、
最
も
晩
婚
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向

は
、
先
住
民
族
男
性
の
相
対
的
な
「
社
会
的
弱
者
」
の
社
会
経
済
的

地
位
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
﹇
陳
・
陳 2012: 259

﹈。

　
最
後
に
障
が
い
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
国
際
結
婚
に
占
め
る
障

が
い
者
の
割
合
と
、
結
婚
全
体
に
占
め
る
障
が
い
者
の
割
合
を
比
較

す
る
統
計
資
料
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
持
つ
の
か
を
評
価
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
筆
者
が
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
五
、
二
〇

〇
七
年
に
台
中
市
の
農
村
地
域
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
障
が
い
を
持

ち
な
が
ら
国
際
結
婚
を
し
た
男
性
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。
身
体
的
障

が
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、
専
門
的
知
識
が
あ
り
十
分
扶
養
能
力
が
あ

る
男
性
も
い
れ
ば
、
精
神
疾
患
を
持
ち
、
自
身
の
経
済
的
自
立
す
ら

困
難
な
男
性
も
い
た
。
扶
養
能
力
に
拘
わ
ら
ず
、
親
が
息
子
か
わ
い

さ
の
あ
ま
り
、
息
子
に
結
婚
さ
せ
子
孫
を
残
さ
せ
て
や
り
た
い
と
考

え
、
業
者
婚
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

㈢
　
再
生
産
労
働
の
海
外
発
注

　
台
湾
で
は
国
際
結
婚
の
流
行
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
移
住
労
働
者
を
導
入
し
て
き
た
。
一
九
九
二
年
か

ら
は
家
事
・
介
護
な
ど
の
再
生
産
労
働
部
門
で
も
導
入
を
始
め
た
。

二
〇
一
九
年
末
現
在
、
外
国
人
労
働
者
の
総
計
は
七
一
万
八
〇
五
八

人
で
、
家
事
・
介
護
な
ど
の
社
会
福
祉
職
従
事
者
は
、
二
六
万
一
四

五
七
人
に
上
っ
て
い
る
（
図
２
参
照
）。
日
本
政
府
は
、
家
事
・
介

護
労
働
者
と
し
て
外
国
人
労
働
者
の
導
入
に
積
極
的
で
は
な
く
、
施

設
に
高
齢
者
を
通
所
・
入
所
さ
せ
る
形
で
集
中
的
に
ケ
ア
を
行
っ
て

い
る
。
他
方
、
台
湾
で
は
各
家
庭
に
外
国
人
家
事
・
介
護
労
働
者
を

雇
用
さ
せ
、
家
庭
の
中
で
高
齢
者
の
ケ
ア
を
行
う
の
が
中
心
的
で
あ

る
。
安
里
は
「
外
国
人
家
事
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
で
家
族
を
福

祉
供
給
の
単
位
と
し
て
維
持
し
よ
う
と
す
る
」
政
策
を
「
家
族
化
政

策
」
と
呼
ん
で
い
る
﹇A

sato 2010: 88

﹈。

　
図
３
は
、
新
規
国
際
結
婚
配
偶
者
の
出
身
地
を
、
中
国
・
香
港
・

マ
カ
オ
／
東
南
ア
ジ
ア
／
そ
の
他
に
分
け
、
年
ご
と
の
外
国
籍
配
偶

者
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
結
婚
比
率
も
同

時
に
示
し
て
い
る
。
図
４
・
図
５
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
一
九
年
現
在
の

元
／
現
外
国
籍
配
偶
者
数
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
２
か

ら
は
、
導
入
解
禁
後
、
外
国
人
家
事
・
介
護
労
働
者
数
は
増
加
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
他
方
、
図
３
に
よ
る
と
一

九
九
〇
年
代
末
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
、
国
際
結
婚
が
急
激
に

増
加
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
以
前
か
ら
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
一
九
九
〇
年
代
、
外
国
人
家
事
・
介
護
労

働
者
な
ら
び
に
国
際
結
婚
の
配
偶
者
は
、
い
ず
れ
も
増
加
し
た
。

　
外
国
人
家
事
・
介
護
労
働
者
の
雇
用
は
、
血
縁
関
係
の
あ
る
家
族

成
員
と
血
縁
関
係
の
な
い
労
働
者
が
一
つ
の
世
帯
を
作
り
、
家
族
の
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持
つ
福
祉
的
機
能
を
満
た
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
他
方
で
台
湾
の
業

者
婚
と
は
、
外
国
人
女
性
と
結
婚
す
る
こ
と
で
、
十
全
な
福
祉
機
能

を
持
つ
家
族
を
作
ろ
う
と
す
る
対
応
で
あ
る
。
た
だ
し
、
台
湾
政
府

は
外
国
人
家
事
・
介
護
労
働
者
の
導
入
を
推
進
し
た
が
、
業
者
婚
を

推
進
し
た
こ
と
は
な
い
。
業
者
婚
は
、
晩
婚
化
、
非
婚
、
少
子
化
に

際
し
て
台
湾
人
が
と
っ
た
対
応
の
一
つ
で
あ
る
。
人
が
生
き
て
い
く

う
え
で
必
要
な
も
の
で
、
家
族
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
労
働
に
は
、
子

供
の
出
産
、
家
事
・
育
児
、
介
護
、
性
的
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
親
密

0
100,000
200,000
300,000
400,000
500,000
600,000
700,000
800,000
（人）

（年）

総計 社会福祉
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13

図２　外国人労働者の社会福祉職従事者数の推移

出所：労動部「産業及社福移工人数按開放項目分」108年度（2019年
度）の統計に基づき、筆者作成。
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外・女性
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中国・香港・マカオ女性

その他女性
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図３　出身国別国際結婚者数および国際結婚率の推移

注：国際結婚率は「外・女性」（外国人女性との国際結婚）、「外・男性」
（外国人男性との国際結婚）として示した。
出所：内政部戸政司［2019c］「結婚人数按性別及原屬国籍分（按登記
日期）」87‒108年度（1998‒2019年度）の統計に基づき、筆者作成。
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さ
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
家
庭
外
に
委
託
で
き
な
い
、
子

供
の
出
産
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
そ
し
て
親
密
さ
に
関

わ
る
再
生
産
労
働
は
、
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
よ
う
や
く
提

供
さ
れ
得
る
。
介
護
（
家
事
）
だ
け
な
ら
外
国
人
労
働
者

を
雇
用
し
、
そ
れ
以
上
の
親
密
さ
を
求
め
る
な
ら
国
際
結

婚
と
い
う
よ
う
に
、
台
湾
で
は
「
家
族
化
」
す
る
こ
と
を

外
国
人
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
移
住
女
性
が
保
つ
家
族

㈠
　「
親
密
さ
」
の
選
択

　
業
者
婚
の
目
的
と
は
し
ば
し
ば
、「
伝
宗
接
代
」
の
た

め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
初
婚
で
業
者
婚
を
す
る

男
性
は
、
子
供
の
出
産
（
特
に
男
児
の
出
産
）
も
含
め
十

全
た
る
機
能
を
持
っ
た
家
族
を
、
業
者
婚
を
通
じ
て
形
成

し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
再

婚
、
再
々
婚
で
業
者
婚
を
す
る
男
性
も
多
か
っ
た
。
彼
ら

は
、
国
際
結
婚
に
子
供
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
あ
る
男
性
は
、
一
度
目
の
結
婚
で
ベ
ト
ナ
ム
人
女
性
と

結
婚
し
、
娘
と
息
子
の
二
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
。
し
か

し
、
妻
が
二
人
目
を
出
産
後
、
子
供
を
置
い
て
ベ
ト
ナ
ム

へ
突
如
帰
国
し
、
離
婚
を
要
求
さ
れ
た
。
こ
の
男
性
は
、

ベトナム 107,035人 21.0％
インドネシア 29,764人 5.8％
タイ 6,173人 1.2％
フィリピン 9,384人 1.8％

日本 2,787人 0.5％ 
カンボジア 4,332人 0.9％

韓国 1,126人 0.2％ 
その他 8,285人 1.6％ 中国 330,157人 64.8％

香港・マカオ 10,139人 2.0％ 

図４　外国籍配偶者数及び中国籍配偶者数（女性）2019年

出所：内政部戸政司［2019d］「外籍配偶人数與大陸（含港澳）配偶人数」
108年度（2019年度）の統計に基づき、筆者作成。

ベトナム 1,962人 4.1％ 
インドネシア 719人 1.5％

フィリピン 718人 1.5％ 
タイ 2,953人 6.1％

カンボジア７人 0.0％ 
日本 2,367人 4.9％ 
韓国 660人1.4％

その他 12,464人 25.8％ 
中国 18,975人 39.3％ 

香港・マカオ 7,443人 15.4％

図５　外国籍配偶者数及び中国籍配偶者数（男性）2019年

出所：図４に同じ。
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す
ぐ
さ
ま
仲
介
業
者
に
連
絡
し
、
別
の
ベ
ト
ナ
ム
人
女
性
を
紹
介
し

て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
乳
飲
み
子
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
女
性

が
急
遽
必
要
に
な
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
再
婚
し
た
ベ
ト
ナ

ム
人
女
性
と
の
間
に
、
娘
が
一
人
産
ま
れ
た
。

　
ま
た
別
の
男
性
は
、
台
湾
人
女
性
と
三
度
の
結
婚
・
内
縁
関
係
歴

が
あ
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
女
性
と
再
婚
し
た
。
以
前
の
結
婚
・
内
縁

関
係
で
、
息
子
・
娘
四
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
母
親
に

引
き
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
男
性
は
不
動
産
業
を
営
み
裕
福
で
あ
っ

た
が
、
度
重
な
る
結
婚
・
内
縁
関
係
が
元
で
、
隣
人
の
信
頼
を
失
っ

て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
旅
行
の
際
に
衝
動
的
に
結
婚
を
決
め
、
後
に
妻

と
の
間
に
娘
が
一
人
生
ま
れ
た
。
夫
は
妻
が
外
で
働
い
て
賃
金
を
得

る
こ
と
を
好
ま
ず
、
家
事
育
児
に
専
念
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
不
動

産
収
入
の
一
部
を
小
遣
い
と
し
て
渡
し
て
い
た
。

　
実
は
こ
の
二
例
と
も
、
台
湾
人
夫
は
ベ
ト
ナ
ム
人
妻
と
の
間
で
、

子
供
の
出
産
を
望
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
人
妻
側
が
子

供
を
産
む
こ
と
を
強
く
要
求
し
て
、
よ
う
や
く
一
人
ず
つ
女
児
が
生

ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
先
の
例
で
は
、
台
湾
人
男
性
は
二
回
連
続
で
業
者
婚
を
し
て
い

る
。
二
回
目
の
結
婚
で
は
、
男
性
は
母
親
業
を
代
行
し
て
く
れ
る
女

性
を
求
め
、
そ
の
手
段
と
し
て
業
者
婚
を
選
ん
だ
。
ま
た
後
の
例
で

は
、
夫
側
に
は
す
で
に
何
人
も
子
供
が
お
り
、「
伝
宗
接
代
」
問
題

は
解
決
し
て
い
る
。
子
供
で
は
な
く
、
親
密
さ
を
共
有
で
き
る
相
手

を
求
め
て
業
者
婚
を
し
た
。
台
湾
人
夫
た
ち
の
ニ
ー
ズ
は
、
必
ず
し

も
子
供
の
出
産
で
は
な
い
が
、
育
児
や
親
密
さ
、
性
的
サ
ー
ビ
ス
を

満
た
し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
業
者
婚
の
仕
組
み
は

そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
。

㈡
　
労
働
者
で
は
な
い
！
　
妻
・
母
で
あ
る

　
結
婚
し
て
お
き
な
が
ら
子
供
を
望
ま
な
い
台
湾
人
夫
に
対
し
て
、

結
婚
移
民
女
性
は
、
共
同
戦
線
を
張
っ
て
き
た
。
女
性
た
ち
の
間
で

は
、
台
湾
人
夫
の
こ
う
し
た
傾
向
が
把
握
さ
れ
て
お
り
、「
何
と
し

て
で
も
夫
を
説
得
し
て
子
供
を
産
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
認
識

が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
夫
と
生
物
学
的
つ
な
が
り
を
持
つ
子
供
を
出

産
す
る
こ
と
で
、
妻
は
地
位
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
老
後
の

保
障
も
期
待
で
き
る
。

　
漢
民
族
の
家
族
に
お
け
る
女
性
の
地
位
に
関
し
て
、
か
つ
て
ウ
ル

フ
も
同
様
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
﹇W

olf 1972

﹈。
結
婚
移
民
女

性
は
、
経
験
的
に
こ
う
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
た
だ
夫
が
求
め

る
家
事
、
育
児
、
癒
し
を
提
供
す
る
だ
け
の
「
労
働
者
」
で
は
な

い
、
妻
と
し
て
母
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
と
い
う
、
彼
女
た
ち

の
矜
恃
が
み
て
と
れ
る
。

　
業
者
婚
と
は
、
そ
も
そ
も
家
族
形
成
を
要
請
さ
れ
た
台
湾
人
男
性

を
救
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
ミ
ク
ロ
な
実
践
を
見

て
い
く
と
、
再
婚
カ
ッ
プ
ル
で
は
、
結
婚
移
民
女
性
の
夫
へ
の
働
き

か
け
に
よ
り
、
よ
う
や
く
子
供
が
誕
生
し
家
族
が
再
生
さ
れ
て
い

た
。
結
婚
移
民
女
性
の
個
人
的
な
、
ま
た
集
団
的
な
実
践
が
、
一
面
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で
は
台
湾
人
の
家
族
化
を
救
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢
　
業
者
婚
の
抑
制
、
台
湾
人
の
家
族
形
成
の
行
方

　
台
湾
人
男
性
の
結
婚
難
を
解
決
す
べ
く
、
三
〇
年
以
上
業
者
婚
は

続
い
て
き
た
が
、
政
府
は
二
〇
〇
八
年
本
格
的
に
抑
制
策
に
乗
り
出

し
た
。
業
者
婚
は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
非
人
道
的
で
あ
る
と
国
内
外

か
ら
批
判
を
受
け
て
き
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
妻
が
保
険
金
目
的
で
殺
害

さ
れ
る
事
件
や
、
代
理
出
産
の
目
的
で
ベ
ト
ナ
ム
人
女
性
と
結
婚
す

る
事
件
な
ど
が
起
こ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
邦
人
保
護
の
要
請
が

な
さ
れ
た
り
し
た
。

　
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
『
国
別
人
権
年
次
報

告
』
で
「
台
湾
は
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
で
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
被
害

に
あ
っ
た
女
性
の
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
」
と
名
指
し
さ
れ
〉
10
〈
た
。
台

湾
政
府
は
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
止
め
、
二
〇
〇
八
年
営
利
目
的
の

婚
姻
仲
介
業
を
非
合
法
化
し
〉
11
〈

た
。
仲
介
業
者
の
営
業
を
禁
止
す
る
こ

と
で
、
業
者
婚
、
そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
人
身
取
引
を
未
然
に
防

止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
再
度
、
図
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。
仲
介
業
に
対
す
る
抑
制
政
策
の

結
果
、
二
〇
〇
三
年
に
は
約
三
割
に
上
っ
た
国
際
結
婚
は
、
二
〇
一

一
年
に
は
一
三
％
に
減
少
し
て
い
る
。
特
に
妻
―
外
国
人
の
国
際
結

婚
は
、
二
〇
〇
九
年
に
は
約
一
六
％
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
一

年
以
降
、
約
一
〇
〜
一
一
％
の
間
を
推
移
し
て
い
る
。
他
方
、
夫
―

外
国
人
の
国
際
結
婚
の
割
合
は
、
年
々
ゆ
る
や
か
に
増
加
し
て
お

り
、
業
者
婚
で
は
な
い
形
態
で
行
わ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
（
図

３
参
照
）。

　
た
だ
、
営
利
目
的
の
仲
介
業
を
非
合
法
化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

業
者
婚
が
根
絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
台
湾
へ
女
性
を
送
り
出
し
て

き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
婚
姻
仲
介
業
の
非
合
法
化
以
降
も
、
女
性
た
ち
は
台
湾
人
と

の
国
際
結
婚
を
続
け
て
い
る
﹇
横
田 2016

﹈。
し
か
し
、
現
地
の

人
々
の
印
象
で
も
台
湾
人
男
性
が
花
嫁
探
し
に
来
る
こ
と
は
減
少
し

て
い
る
と
い
う
。

　
表
１
は
、
新
生
児
の
出
生
数
を
母
親
の
出
身
地
別
に
示
し
た
も
の

で
あ
〉
12
〈

る
。
一
九
九
七
年
以
前
は
こ
う
し
た
統
計
は
取
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
子
供
の
出
生
数
全
体
を
見
る
と
、
本
統
計
で
は
二
〇
〇
〇

年
に
三
〇
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
近
年
は
二
〇
万
人
前
後
を
推
移

し
て
い
る
。

　
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
外
国
出
身
の
母
親
が
出

産
し
た
子
供
は
、
全
体
の
一
割
を
超
え
て
い
た
。
二
〇
〇
四
年
以
降

は
、
中
国
・
香
港
・
マ
カ
オ
出
身
者
が
「
大
陸
・
香
港
・
マ
カ
オ
そ
の

他
外
国
籍
」
者
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
子
供
の
出

生
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
加
し
て
い
な
い
。
こ
れ
よ
り
、
中
国
・
香
港
・

マ
カ
オ
以
外
の
外
国
籍
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
が
、
新
生
児
の

大
半
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国
際
結
婚
件
数
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
二
〇
〇
三
年
、
外
国
出
身
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は
、

全
体
の
一
三
・
三
七
％
に
上
っ
た
。
し
か
し
、
婚
姻
仲
介
業
が
非
合



249──家族の行方

法
化
さ
れ
た
二
〇
〇
八
年
を
境
に
、
中
国
・
香
港
・
マ
カ
オ
を
含
め

外
国
出
身
の
母
親
を
持
つ
子
供
の
出
生
数
は
減
少
し
、
毎
年
一
万
人

前
後
、
全
体
の
約
六
％
を
占
め
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
政
府
の
業

者
婚
に
対
す
る
抑
制
政
策
は
、
国
際
結
婚
件
数
な
ら
び
に
外
国
出
身

の
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
の
出
生
数
の
減
少
に
帰
結
し
て
い
る
。

　
結
婚
し
子
供
を
持
ち
た
い
と
い
う

意
思
が
あ
り
な
が
ら
、
結
婚
が
難
し

い
層
の
人
々
は
、
そ
の
後
ど
う
対
応

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
未
婚
男

性
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
「
伝
宗
接

代
」
の
要
請
は
弱
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
再
婚
男
性
が
、
業
者
婚
を
通
じ

て
得
よ
う
と
し
た
「
親
密
さ
」
は
、

今
日
ど
の
よ
う
に
調
達
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
政
府
の
介
入
後
の

「
親
密
圏
」
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
、
二
〇
代
後

半
の
台
湾
人
の
友
人
た
ち
は
、「
結

婚
し
た
い
け
ど
、
子
供
は
い
ら
な
い
」「
他
人
の
子
供
を
時
々
可
愛

が
れ
た
ら
そ
れ
で
良
い
」
と
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
子
供

に
か
か
る
教
育
費
を
払
え
な
い
た
め
だ
と
い
う
。
二
〇
一
九
年
現

在
、
三
〇
代
か
ら
二
〇
代
前
半
の
台
湾
人
の
友
人
は
、
交
際
し
他
人

と
「
親
密
さ
」
を
共
有
し
な
が
ら
も
、「
子
供
は
い
ら
な
い
」
に
加

表１　台湾母親の出身地別新生児出生数

年別
新生児出生数

母親の元の国籍

本国籍 大陸・香港・マカオ、
その他の外国籍

人 数 ％ 人 数 ％ 人 数 ％

1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019

271,450
283,661
305,312
260,354
247,530
227,070
216,419
205,854
204,459
204,414
198,733
191,310
166,886
196,627
229,481
199,113
210,383
213,598
208,440
193,844
181,601
177,767

100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00

257,546
266,505
282,073
232,608
216,697
196,722
187,753
179,345
180,556
183,509
179,647
174,698
152,363
181,230
212,186
185,194
196,545
200,345
195,557
182,066
170,433
166,426

94.88
93.95
92.39
89.34
87.54
86.63
86.75
87.12
88.31
89.77
90.40
91.32
91.30
92.17
92.46
93.01
93.42
93.80
93.82
93.92
93.85
93.62

13,904
17,156
23,239
27,746
30,833
30,348
28,666
26,509
23,903
20,905
19,086
16,612
14,523
15,397
17,295
13,919
13,838
13,253
12,883
11,778
11,168
11,341

5.12
6.05
7.61

10.66
12.46
13.37
13.25
12.88
11.69
10.23
9.60
8.68
8.70
7.83
7.54
6.99
6.58
6.20
6.18
6.08
6.15
6.38

出所：内政部戸政司［2019e］「出生人数（登記日期）生母国籍概
況──按区域別分」をもとに筆者が作成。
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え
、
今
度
は
「
結
婚
し
た
く
な
い
」
と
言
う
。
子
供
を
持
つ
こ
と
に

よ
る
経
済
的
リ
ス
ク
を
避
け
る
の
に
加
え
て
、
配
偶
者
を
扶
養
す
る

／
サ
ポ
ー
ト
す
る
経
済
力
や
責
任
を
避
け
た
い
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
彼
ら
の
行
動
を
見
て
い
る
と
、
家
族
を
否
定
し
「
お
ひ

と
り
さ
ま
」
を
志
向
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
春
節
は
も

ち
ろ
ん
、
清
明
節
、
中
秋
節
な
ど
に
は
、
進
路
や
結
婚
に
関
し
て
小

言
を
言
わ
れ
た
り
詮
索
さ
れ
た
り
す
る
の
を
嫌
が
り
な
が
ら
も
、
生

家
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
結
婚
適
齢
期
を
過
ぎ
独
身
で
あ
っ
て
も
、
家

族
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
。
家
族
に
依
存
し
な
が
ら
、
自

身
は
子
供
を
持
た
ず
他
人
と
「
親
密
さ
」
だ
け
を
共
有
す
る
。
そ
の

よ
う
な
対
応
を
見
る
と
、
結
婚
に
よ
ら
な
い
親
密
な
関
係
性
を
保
持

す
る
人
も
相
当
数
出
て
き
そ
う
で
あ
る
。

　
台
湾
政
府
は
、
国
民
の
結
婚
を
促
進
す
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
以

降
、
結
婚
適
齢
期
の
男
女
が
知
り
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
て
い

る
。
参
加
者
の
相
手
に
希
望
す
る
学
歴
は
、
特
に
女
性
に
お
い
て
高

く
、
大
学
院
修
士
以
上
で
あ
る
と
い
う
。
イ
ベ
ン
ト
主
催
側
と
し
て

は
、
男
女
と
も
高
学
歴
で
年
齢
が
相
応
す
る
人
た
ち
に
カ
ッ
プ
ル
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
期
待
が
あ
る
よ
う
だ
﹇
統
計
処 2017
﹈。

　
晩
婚
化
、
少
子
化
が
人
々
の
社
会
の
変
化
に
対
す
る
対
応
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
ろ
う
。
他
方

で
、
業
者
婚
が
内
包
す
る
女
性
が
被
る
リ
ス
ク
を
看
過
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
結
婚
し
て
子
供
が
欲
し
い
と
願
う
人
た
ち
に
、
業
者
婚

は
そ
の
機
会
を
与
え
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
家
族
を
再
生
産

し
て
い
く
こ
と
は
、
か
く
も
理
念
通
り
に
う
ま
く
い
か
な
い
、
微
妙

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

注〈
1
〉 

Ｇ
Ｇ
Ｉ
（G

ender G
ap Index

）
と
は
、
経
済
、
健
康
、
教

育
、
政
治
の
四
分
野
の
デ
ー
タ
か
ら
作
成
さ
れ
、
〇
が
男
女
間
で
完

全
不
平
等
で
あ
る
こ
と
、
一
が
完
全
平
等
を
示
す
。
一
に
近
づ
く
ほ

ど
平
等
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
日
本
は
総
合
で
〇
・
六
六
二
（
一
四

四
カ
国
中
一
一
四
位
）、
分
野
別
で
は
経
済
〇
・
五
九
五
（
一
一
七

位
）、教
育
〇
・九
九
四
（
六
五
位
）、健
康
〇
・九
七
九
（
四
一
位
）、

政
治
〇
・
〇
八
一
（
一
二
五
位
）
で
あ
っ
た
﹇
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
総
務
課 2019: 7

﹈。

〈
2
〉 

台
湾
の
Ｇ
Ｇ
Ｉ
は
、
総
合
で
〇
・七
三
八
、
経
済
〇
・七
三
二
、

教
育
〇
・
九
九
七
、
健
康
〇
・
九
六
九
、
政
治
〇
・
二
五
四
で
あ
っ

た
。
行
政
院
性
別
平
等
処
﹇2019a

﹈
参
照
。

〈
3
〉 

Ｇ
Ｉ
Ｉ
（G

ender Inequality Index

）
は
保
健
分
野
、
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
、
労
働
市
場
の
三
つ
の
側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

男
女
の
不
平
等
に
よ
る
人
間
開
発
の
可
能
性
の
損
失
を
示
し
て
い

る
。
〇
か
ら
一
ま
で
の
値
を
取
り
、
一
に
近
い
ほ
ど
不
平
等
の
度
合

い
が
高
い
こ
と
を
示
す
。
日
本
は
〇
・
一
〇
三
で
世
界
一
六
〇
カ
国

中
二
二
位
だ
っ
た
﹇
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課 2019: 7

﹈。

http://w
w

w.gender.go.jp/public/kyodosankaku/2018/201901/ 
201901_04.htm

l

〈
4
〉 

行
政
院
性
別
平
等
処
﹇2019b

﹈。
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〈
5
〉 

中
国
雲
南
省
大
理
白
族
自
治
州
周
辺
に
居
住
す
る
少
数
民
族
。

白
色
を
好
み
多
用
す
る
こ
と
か
ら
「
白
族
」
と
呼
ば
れ
る
。
文
化
的

に
は
漢
族
と
の
差
異
が
少
な
い
。

〈
6
〉 
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
の
こ
と
を
指
す
。

〈
7
〉 

台
湾
人
配
偶
者
の
内
訳
は
、
男
性
一
六
万
七
五
〇
五
人
、
女
性

八
四
〇
四
人
で
あ
り
、
台
湾
人
夫
―
外
国
人
妻
の
組
み
合
わ
せ
は
約

九
五
％
を
占
め
て
い
る
。

〈
8
〉 

国
際
結
婚
を
し
た
台
湾
人
女
性
の
学
歴
は
、
高
校
・
高
専
卒
が

三
二
・
〇
％
、
大
卒
二
九
・
〇
％
、
中
学
卒
二
一
・
〇
％
、
小
卒
・
独

学
一
五
・
五
％
と
、
国
際
結
婚
を
し
た
台
湾
人
男
性
に
比
べ
て
高
い

﹇
内
政
部
編 2004

﹈。

〈
9
〉 

内
政
部
「
九
二
年
外
籍
與
大
陸
配
偶
生
活
状
況
調
査
報
告 

簡

介
国
人
配
偶
基
本
資
料
」
を
参
照
。

〈
10
〉 2007 C

ountry R
eports on H

um
an R

ights Practices Taiwan 
https://2009-2017.state.gov/j/drl/rls/hrrpt/2007/100517.htm

参

照
（
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
六
日
）。

〈
11
〉 

二
〇
〇
八
年
八
月
一
日
「
入
出
国
及
移
民
法
第
七
六
条
」
が
改

正
さ
れ
、
国
際
結
婚
仲
介
業
を
営
む
者
、
報
酬
と
し
て
仲
介
料
を
得

る
者
に
二
〇
万
〜
一
〇
〇
万
Ｎ
Ｔ
Ｄ
の
罰
金
刑
が
課
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
全
国
法
規
資
料
庫
「
入
出
国
及
移
民
法
」https://law.

m
oj.gov.tw/LawC

lass/LawA
ll.aspx?pcode =D

0080132

参
照
（
ア

ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
六
日
）。

〈
12
〉 

内
政
部
統
計
査
詢
網https://statis.m

oi.gov.tw/m
icst/stm

ain.
jsp?sys =100

よ
り
、「
出
生
人
数
（
登
記
日
期
）生
母
国
籍
概
況
│
│

按
区
域
別
分
」
参
照
。
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